
三浦 一 会長 本日は総会開催にご協力いただきありがとうございました。
菊地幸二幹事 年次総会お疲れ様でした。お世話になりました
以下同意分にて 梅津・大垣・奥村・小野寺・影山・加藤・金子・鎌田（善）・地・木村・小池・斎藤（文）・斎藤（正）・

沢崎・髙橋渉・高松・髙橋（利）・時・永井・中嶋・野村・橋本・堀越・藤岡・前田・嶺岸・本木・横田・
鷲尾（広）各会員 今回 36,000円 今年度累計 597,000円

仙台泉RC第6回定例理事会報告

仙西RC様より 在仙11RC合同幹事会議事録

仙台RC・仙台北・仙台東RC様より 会報拝受

第2520地区ガバナー事務所様より 年末年始休業のお知らせ拝受 12/28（火）-1/3（月）

第2520地区ガバナーエレクト事務所様より 年末年始休業のお知らせ拝受 12/28（火）-1/5（水）

【会務報告】 菊地幸二幹事

2021.12.9（木）仙台泉RC第2427回例会 SAA 木村光宏 会員

年 次 総 会

仙台泉RC 三浦 一 会長テーマ
50thAnniversary! Serve more, grow further

会長 小池康浩
会長エレクト 照井健悦
副会長 萱場久美
直前会長 三浦 一
幹事 鷲尾広也
SAA 加藤隆光
会計 本木浩喜

＜決議事項＞ ・第1号議案 2023-2024年度会長選出の件 照井健悦会員に承認
・第2号議案 2022-2023年度 理事・役員選出の件 下記の通り承認

＜報告事項＞ ・2021-22年度 収支中間報告（2021-22年度会計 鷲尾広也）
・2020-21年度 財務報告 （2020-21年度会計 菊地幸二）

クラブ奉仕委員長 沢崎義春
職業奉仕委員長 時 準雄
社会奉仕委員長 斎藤正人
国際奉仕委員長 中嶋 均
青少年奉仕委員長 鷲見泰宏
クラブフォーラム委員長 横田吉則
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副会長 萱場久美
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会計 本木浩喜
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・第3号議案 仙台泉ロータリークラブ クラブ細則変更の件 変更を承認

2019 年規定審議会に於いて RI 定款・細則および標準ロータリークラブ定款が改訂されたことに伴い、
当クラブ細則を変更。大きな変更点としては、従来の会員（正会員・名誉会員）に加え、「家族会員」を
加えた。＊家族会員の入会金は免除し、年会費は年間20万円。但し、家族会員の基となる正会員が
退会した際は自動的に「正会員」とする。

【会長ノミニーに承認された照井健悦会員が欠席にて挨拶分拝受】

議 長 三浦 一会長
司 会 菊地 幸二幹事

【小池会長エレクト、鷲尾広也幹事エレクトより、次年度に向けた挨拶】

総会と言う節目の例会、欠席させて頂き心苦しいのすが、出張で仙台にいることが出来きず、お許しいただき
たいと思います。歴史と伝統のあるクラブ、そして2年近くに及ぶコロナ禍を考え、今会長をやっていけるのか？
プレッシャーに負けないか色々考えながらも立候補させて頂きました。会長になった暁には誠心誠意努めさせて
いただきますので、何卒宜しくお願い致します。本日も楽しい例会となっている事、祈念いたしております。

会員数52人中、出席35名

ニコニコBOX

米山記念奨学会積立寄付

金子・萱場・菊地・小池・斎藤（正）・髙橋渉・高橋（利）・時・中嶋・堀越 前田・三浦（宏）・三浦・嶺岸・本木各会員
今回17,000円 今年度累計 955,000円



【会務報告】 菊地幸二幹事

2021.12.16（木) D.2520仙台泉ＲＣ第2428回例会 SAA 三浦宏喜会員

一般社団法人比国育英会バギオ基金様より 2020年度事業報告拝受

卓 話 「これからのwith コロナ」 木村光宏会員

菊地・木村・斎藤（正）・佐藤浩・・菅原（裕）・髙橋・時・中嶋・三浦一・本木各会員 今回21,000円 今年度累計976,000円

三浦一会長 木村会員とても学びのある卓話をいただき有難うございました。
鷲尾光男会員 木村先生ありがとう。
木村光宏会員 本日はご清聴ありがとうございました
以下同意分にて 市川 鎌田・菊地・斎藤（正）・佐藤顕・佐藤浩・沢崎・時・中嶋・堀越 前田・三浦（宏）

嶺岸・本木・鷲尾（光） 各会員17000円 今年度累計614,000円

ニコニコBOX

米山記念奨学会積立寄付

発行日 2022.1.18 会報担当 佐々木慎太郎会員

ロータリー米山記念奨学会様より ハイライト米山拝受

石巻南RC様より 創立30周年記念式典・祝賀会のご案内拝受 4/9（土）15時～

ロータリー文庫運営委員会様より ロータリー文庫デジタル化済資料廃棄のお知らせ拝受

仙台東RC様より 例会変更のお知らせ拝受

仙台青葉RC様より 創立30周年記念式典・祝賀会のご案内拝受 2/12（土）ホテルメトロポリタン15時～
記念講演「伊達政宗公の歴史から学ぶ～試練と共に道は拓かれる～」
仙台伊達家18代当主 伊達泰宗氏

１ 正しく行動する基準 マスクははずしていいのか？

①お酒の回し飲み、直箸によるおかずの共有などの状況
②換気の悪い室内で（ウイルスがミスト状に漂う空間で長時間滞在）長時間マスクなしでのカラオケ、
酒飲みトークをする状況では感染が成立する可能性が極めて高いということが判明している。したがって
１ 屋外活動や公共機関での移動は大量暴露の可能性は低いので、マスク着用の解除は早期に検討される
だろう。

２ 屋内での仕事や講義、屋内イベント、屋内飲食は当面マスク着用が避けられない。
感染が下火になった時点で検討されるべきである。

３入店前の体温測定、アルコール消毒、アクリル板設置はポストコロナ時代でも当面残したほうがよい。

２ ウイルスの変異について
ウイルスのほとんどが、遺伝子の複製エラーとともに自己崩壊、無害化していく。増殖速度が速い事実は、

ウイルスにとって正の選択ではなく負の選択に過ぎない。これは『エラー・カタストロフの限界（ミスによる
破局）』 という概念に矛盾しない。他のウイルスと違い、自分の中に複製修復遺伝子を所持していることが
要因である。

３ 日本人特有の 「ファクターX」 HLAハロタイプ A-24 その日本人の起源について
日本人の約６割にある白血球の型「ＨＬＡ―Ａ24」を持つ人は、風邪の原因となる季節性コロナウイルスに

対する免疫細胞が、新型コロナウイルスの感染細胞も攻撃するという実験結果を、理化学研究所のチームが発
表した。この論文は英科学誌コミュニケーションズ・バイオロジーに掲載された。
この型を持つ人のキラーＴ細胞は、季節性コロナと新型コロナで、共通する部分の分子に反応することがわ

かった。キラーＴ細胞には、こうした特徴を記憶する働きがある。過去に季節性コロナに感染した人が、新型
コロナに感染すると、体内で眠っていたキラーＴ細胞が速やかに増え、感染細胞を排除している可能性がある
という。氷河期のなか人間が住むのに決して楽ではない地域で、人はそれぞれの土地でウイルスのみえない恐
ろしい脅威を受け入れつつ自然淘汰され、免疫を獲得したものが命をつないで日本にたどり着いた、その古代
日本人の長い歴史が私たちのDNAには刻み込まれている。古代人が時代を生き抜いてきた力強さを感じつつ、
そのグレートジャーニーに思いをはせながら、これからを生きていく私たちは、より冷静に力強く未来を切り
開いていく必要がある。

（仙台桃太郎クリニック 院長）

最近のデルタ株に対する知見では
１ スプレッダーが地下鉄で自分の前でくしゃみをしても、感染する確率は極めて低い
２ 大量暴露はウイルスキャリアーと


